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各
種
の
災
害
か
ら
国
民
の
生
命
、
身
体
及
び
財
産
を
守
る
上
で
、
消
防
防
災
業
務
は
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い

る
。
と
こ
ろ
が
、
第
一
線
の
消
防
防
災
業
務
に
か
か
わ
る
現
場
で
は
、
業
務
を
積
極
的
に
推
進
す
る
立
場
か
ら
さ

ま
ざ
ま
な
要
望
や
意
見
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。 

一 

三
階
建
個
人
住
宅
の
安
全
対
策
に
つ
い
て 

 
消
防
庁
は
、
建
物
火
災
に
よ
る
死
者
の
問
題
を
重
視
し
一
九
九
一
年
三
月
、
住
宅
防
火
対
策
の
推
進
に
係
わ

る
基
本
方
針
を
定
め
、
同
年
七
月
に
は
、
学
識
経
験
者
、
関
係
行
政
機
関
、
関
係
団
体
等
で
、
住
宅
防
火
対
策

推
進
協
議
会
を
建
設
省
と
共
同
で
設
置
す
る
な
ど
努
力
を
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
。
一
九
八
七
年

の
建
築
基
準
法
改
正
で
準
防
火
地
域
に
お
け
る
木
造
三
階
建
住
宅
の
基
準
が
定
め
ら
れ
、
そ
こ
で
は
延
べ
面 

以
下
、
次
の
質
問
を
す
る
。 

消
防
防
災
行
政
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

三 

 



 

そ
の
う
ち
三
階
建
住
宅
で
は
四
人
が
死
亡
し
て
お
り
、
そ
し
て
そ
の
四
人
は
い
ず
れ
も
三
階
で
な
く
な
っ
て

い
る
。
今
年
の
京
都
市
の
死
亡
に
至
る
住
宅
火
災
の
死
亡
原
因
は
、
現
在
調
査
中
だ
そ
う
だ
が
、
焼
死
で
は
な

く
煙
に
よ
る
中
毒
死
、
俗
に
い
う
「
煙
死
」
と
の
こ
と
。
三
階
か
ら
飛
び
降
り
る
こ
と
も
で
き
ず
、
煙
に
ま
か
れ

て
意
識
を
失
い
、
救
急
隊
員
が
救
出
し
た
と
き
に
は
す
で
に
手
遅
れ
。
窓
を
開
け
て
外
の
空
気
を
吸
っ
て
く
れ

た
ら
助
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
お
年
寄
り
や
子
供
さ
ん
で
は
そ
こ
ま
で
望
め
な
い
し
、
こ
れ
か
ら
の
高
齢

化
社
会
を
お
も
う
と
大
変
な
問
題
で
あ
る
。 

京
都
府
は
、
九
一
年
度
版
の
消
防
白
書
で
も
火
災
件
数
の
少
な
い
自
治
体
と
し
て
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
京
都

市
内
の
九
〇
年
度
の
住
宅
火
災
発
生
件
数
は
一
八
六
件
、
死
者
は
十
二
名
で
あ
っ
た
が
、
九
一
年
度
末
の
本
年

一
・
二
月
で
五
件
、
死
者
六
名
を
出
し
て
い
る
。 

積
、
開
口
部
の
大
き
さ
、
外
壁
・
軒
裏
・
柱
・
は
り
・
床
の
防
火
措
置
な
ど
が
定
め
ら
れ
た
。 

一
級
建
築
士
の
小
林
達
士
と
い
う
方
が
、
そ
の
著
書
「
木
造
三
階
建
住
宅
の
設
計
」（
一
九
八
八
・
一
〇
・
理 

四 

 



 

2 

こ
う
し
た
対
策
を
講
じ
た
住
宅
に
は
、
負
担
軽
減
の
た
め
す
で
に
行
わ
れ
て
い
る
割
り
増
し
融
資
制
度
に 

1 

三
階
建
住
宅
の
防
災
対
策
の
一
貫
と
し
て
、
外
部
階
段
・
避
難
は
し
ご
・
避
難
ベ
ラ
ン
ダ
の
設
置
な
ど
、

積
極
的
な
行
政
指
導
を
行
う
べ
き
だ
が
ど
う
か
。 

と
こ
ろ
が
、
い
ま
建
っ
て
い
る
三
階
建
住
宅
は
、
建
物
自
体
の
強
度
や
難
燃
性
に
つ
い
て
の
基
準
や
制
限
は

さ
だ
め
ら
れ
て
い
る
が
、
「
万
一
の
災
害
時
に
、
住
ん
で
い
る
人
が
安
全
に
避
難
で
き
る
方
法
と
時
間
を
確
保 

で
き
る
」
と
い
う
点
に
つ
い
て
の
規
制
が
み
ら
れ
な
い
。
一
般
的
な
設
計
で
は
一
階
ガ
レ
ー
ジ
・
フ
リ
ー
ス 

 

ペ
ー
ス
、
二
階
が
ダ
イ
ニ
ン
グ
・
キ
ッ
チ
ン
、
三
階
が
居
間
・
寝
室
と
い
う
パ
タ
ー
ン
で
、
み
ん
な
三
階
部
分

で
被
災
し
て
い
る
。 

工
学
社
発
行
）
の
中
で
木
造
三
階
建
住
宅
設
計
の
注
意
点
と
し
て
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
①
構

造
的
に
安
全
で
あ
る
こ
と
。
②
火
事
な
ど
の
災
害
を
お
こ
さ
な
い
こ
と
。
③
万
一
の
災
害
時
に
、
住
ん
で
い
る

人
が
安
全
に
避
難
で
き
る
方
法
と
時
間
を
確
保
で
き
る
こ
と
に
つ
き
る
と
し
て
い
る
。 

五 

 



 

二 

消
防
施
設
整
備
に
係
わ
る
国
庫
補
助
金
の
引
き
上
げ
、
特
に
は
し
ご
付
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
に
つ
い
て 

1 

大
都
市
の
市
街
地
に
お
け
る
ビ
ル
の
高
層
化
に
と
も
な
い
、
は
し
ご
付
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の
必
要
性
が

高
ま
っ
て
い
る
が
、
消
防
力
の
基
準
に
対
す
る
、
は
し
ご
付
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の
充
足
率
は
六
十
二
・ 

一
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。 

現
在
京
都
で
は
、
総
合
設
計
制
度
の
適
用
で
四
〇
メ
ー
ト
ル
以
上
の
ビ
ル
が
増
え
て
い
る
。
な
か
で
も
、
京

都
の
景
観
破
壊
に
な
る
と
し
て
、
市
民
の
間
か
ら
建
設
反
対
の
声
が
あ
が
っ
て
い
る
京
都
ホ
テ
ル
や
京
都
駅
ビ

ル
で
は
六
〇
メ
ー
ト
ル
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。 

消
防
施
設
整
備
に
係
わ
る
国
庫
補
助
金
は
、
こ
の
一
〇
年
間
に
ド
ン
ド
ン
け
ず
ら
れ
、
八
一
年
と
八
九
年
の

比
較
で
は
六
十
六
・
八
％
に
後
退
し
て
い
る
。
ど
こ
の
消
防
へ
行
っ
て
も
「
基
準
単
価
を
見
直
し
て
ほ
し
い
」
、

「
補
助
率
を
引
き
上
げ
て
ほ
し
い
」
と
い
う
声
が
よ
せ
ら
れ
て
い
る
。 

加
え
、
火
災
保
険
の
割
引
制
度
を
設
け
る
べ
き
だ
と
思
う
が
ど
う
か
。 

六 

 



 

三 

消
防
職
員
の
労
働
時
間
短
縮
の
た
め
に
、
地
方
交
付
税
の
対
象
と
な
る
「
消
防
吏
員
」
の
人
数
ひ
き
あ
げ
に
つ

い
て 

3 

京
都
市
で
は
、
独
自
の
努
力
で
四
十
五
メ
ー
ト
ル
の
は
し
ご
車
を
二
台
、
市
の
中
心
部
の
消
防
署
に
配
備

さ
れ
た
と
聞
い
て
い
る
。
大
都
市
の
消
防
で
ど
う
し
て
も
三
十
八
メ
ー
ト
ル
以
上
の
は
し
ご
車
が
必
要
な
と

こ
ろ
に
は
、
補
助
対
象
に
入
れ
る
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。 

2 
市
町
村
消
防
が
、
は
し
ご
付
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
を
購
入
す
る
場
合
、
現
行
の
国
庫
補
助
金
で
は
三
十
八

メ
ー
ト
ル
で
足
切
り
さ
れ
て
い
る
。
「
三
十
八
メ
ー
ト
ル
で
は
、
せ
い
ぜ
い
十
二
～
十
三
階
ど
ま
り
で
、
十 

 

五
階
、
二
〇
階
の
ビ
ル
に
は
と
て
も
届
か
な
い
。
今
後
の
ビ
ル
の
高
層
化
を
考
え
た
場
合
、
せ
め
て
五
〇 

 

メ
ー
ト
ル
ま
で
は
補
助
金
が
出
る
よ
う
基
準
を
引
き
上
げ
て
ほ
し
い
。
」
と
い
う
声
が
あ
る
が
、
こ
れ
に
対
し

て
ど
う
応
え
て
い
く
の
か
。 

今
年
度
、
充
足
率
を
高
め
る
具
体
的
計
画
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。 

七 

 



 

九
一
年
四
月
に
救
急
救
命
士
法
が
制
定
さ
れ
、
救
急
振
興
財
団
に
よ
る
救
急
救
命
士
養
成
の
た
め
の
教
育
、

訓
練
が
行
わ
れ
本
年
四
月
に
は
第
一
回
の
国
家
試
験
が
行
わ
れ
た
。
京
都
で
は
、
九
二
年
度
に
教
育
セ
ン
タ
ー

の
建
物
を
つ
く
り
、
一
期
五
十
名
の
修
了
者
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
救
急
救
命
士
養
成
セ
ン 

 

タ
ー
に
五
十
人
も
の
ま
と
ま
っ
た
人
を
派
遣
す
る
こ
と
は
な
か
な
か
大
変
だ
と
聞
い
て
い
る
。 

そ
こ
で
、
消
防
職
員
の
労
働
時
間
の
問
題
だ
が
、
多
く
の
消
防
職
員
は
、
当
番
（
二
十
四
時
間
拘
束
、
う
ち

十
六
時
間
勤
務
）
と
非
番
の
繰
り
返
し
で
大
変
苦
労
し
て
い
る
。
今
国
会
に
お
い
て
労
働
基
準
法
本
則
の
週
四

十
時
間
に
向
け
て
、
国
家
公
務
員
や
地
方
公
務
員
の
完
全
週
休
二
日
制
の
た
め
に
法
改
正
が
行
わ
れ
た
。
も
と

も
と
苛
酷
な
勤
務
、
労
働
条
件
に
あ
る
消
防
職
員
を
「
例
外
に
す
る
な
」
と
い
う
声
は
た
く
さ
ん
寄
せ
ら
れ
て
い

る
。 昨

年
度
は
、
週
四
十
六
時
間
か
ら
四
十
四
時
間
へ
の
経
過
措
置
の
中
で
、
交
付
税
の
基
準
が
人
口
十
万
人
あ

た
り
五
人
増
え
て
百
十
一
人
に
な
っ
た
。
京
都
市
で
は
、
現
在
の
二
部
制
で
も
、
週
四
十
時
間
を
ク
リ
ア
ー
し 

八 

 



 

 

九 

よ
う
と
す
れ
ば
八
十
人
、
勤
務
形
態
の
よ
り
ゆ
る
や
か
な
三
部
制
を
取
り
入
れ
る
と
約
二
百
人
必
要
と
聞
い
て

い
る
。 

週
四
十
四
時
間
体
制
を
確
立
す
る
た
め
、
早
急
に
人
員
の
充
足
率
を
高
め
る
と
と
も
に
、
四
十
時
間
体
制
の

実
現
の
た
め
交
付
税
の
消
防
職
員
基
準
を
大
幅
に
引
き
上
げ
る
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。 

右
質
問
す
る
。 


